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【専門的医療の提供】 

○認知症治療においては、専門外来（もの忘れ外来）と専門病棟（認知症治療病棟）に

よる切れ目のない効果的な治療を提供するとともに、認知症疾患医療センターとして、

家族等からの相談にきめ細かに対応しながら、積極的に普及啓発を進めていきます。

（H30目標：認知症入院患者数 40.0人/日）

○アルコール依存症治療においては、引き続き、専門性の高いプログラムを用いた入院

治療を提供するとともに、アルコールデイケアサービスの提供や家族等を対象とした

研修会の開催などを通じて、断酒の継続を支援していきます。（H30 目標：アルコール

依存症入院患者数 30.0人/日）

○精神科早期介入・早期予防においては、引き続き、ユース・メンタルサポートセンタ

ーＭＩＥ（YMSC-MIE）において、若年層やその家族等からの相談に対応し、必要に応

じて院内の若者支援専門外来（YAC）につなげるなど、切れ目のない対応を進めていき

ます。（H30目標：精神科早期介入対応件数 200件）

【地域生活を支えるための支援】 

○患者の生活能力等向上のための多様で効果的なプログラムを用いたデイケアサービス

を提供し、患者の日常生活や就労面での支援を行っていきます。（H30目標：デイケア・

ショートケア延べ患者数 18,000人）

○患者の在宅療養が継続できるよう、多職種や複数の看護師による訪問看護サービスを

実施するなど、効果的な手法も取り入れながら、引き続き、訪問看護サービスを提供

していきます。（H30目標：訪問看護延べ患者数 5,000人）

○保健所や市町、障害福祉サービス事業所等の関係機関と十分に連携しながら、症状や

生活環境等に応じた適切な退院支援により、入院患者の入院期間の長期化を防止して

いきます。（H30目標：入院後１年以内の患者退院率 95.0％）

○地域社会で心理的作用（ストレス）や精神疾患等に対する正しい理解を得るため、出

前講座「こころしっとこセミナー」等の普及啓発に取り組んでいきます。（H30 目標：

こころしっとこセミナー開催件数 32回）

【人材育成の充実】 

○院内の受入体制の充実を図りながら、引き続き、多くの研修医や看護実習生等を受け

入れていきます。（H30目標：研修医・看護実習生等受入延べ人数 2,200人）

○精神保健指定医や認定看護師等の専門資格の取得を支援・促進するとともに、チーム

医療や多職種連携のための幅広い知識の習得や技術の向上に資する研修機会の充実に

努めていきます。（H30目標：人材育成研修回数 5回）
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【業務改善の推進】 

○「声の箱」や「患者様アンケート」等を通じて、こころの医療センターに対するご意

見等を把握・分析し、必要となる取組を検討・推進していくことで、医療サービスや

職員の接遇面での対応力の向上を図っていきます。（H30目標：患者満足度 92.8％）

【経常収支比率・医業収支比率の向上および患者数の確保に向けた取組】 

○急性期の入院患者に対する医療の提供や訪問看護・デイケア等による地域生活支援の

充実などの医療サービスを提供するとともに、診療報酬改定への的確な対応を通じて、

収益増を図っていきます。また、費用の縮減に取り組み、経常収支の黒字をめざして

いきます。（H30目標：経常収支比率 101.3％、医業収支比率 74.4％、１日平均入院患

者数 295.0人/日、１日平均外来患者数 275.0人/日）
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顔の見える会」の取組への支援などにより、地域内関係者のネットワークの構築を図

るとともに、在宅ケアをテーマとしたシンポジウム「第 4回 一志・白山・美杉 在宅

ケア みんなで考える集い」を開催し、地域住民の地域医療等に対する意識の向上を図

りました。（H29目標：多職種連携による取組件数 30件（実績 32件）） 

【人材育成の充実】 

○総合診療医の育成拠点施設として、初期研修医（延べ 77 人）、医学生（延べ 553 人）

等を積極的に受け入れるなど、一志病院の診療圏をフィールドにした実践的な研修を

実施しました。（H29目標：初期研修医・医学生受入延べ人数 600人（実績 630人））

○地域看護に関心を持つ看護師等を育成するため、看護実習生等の受入れ依頼に積極的

に対応しました。（H29目標：看護実習生等受入延べ人数 330人（実績 348人））

【地域医療提供体制の確保に資する研究活動の推進】 

○院内の「研究やろう会」の開催（12回）等を通じて、研究に対する意欲の醸成に努め、

多くの学会等での研究発表や学術雑誌等への論文発表を行いました。（H29 目標：学会、

論文等発表件数 30件（実績 43件））

【プライマリ・ケアセンターへの支援】 

○医療過疎地域に必要なプライマリ・ケアを実践できる医療・介護従事者の育成を図る

ため、三重県プライマリ・ケアセンターと連携し、プライマリ・ケア エキスパートナ

ース研修会の開催を支援しました。（H29目標：プライマリ・ケア研修会開催件数 3 件

（実績 3件））

【業務改善の推進】 

○地域の皆さんから信頼され、評価される病院として運営していくため、病院のビジョ

ンの実現に向けて院内に設置した「夢プロジェクト」における職員の活動を通じて、

プライマリ・ケアの実践や人材育成、経営の健全化などに取り組みました。（H29目標：

夢プロジェクト開催回数 12回（実績 12回））

○患者や家族の方々の視点に立った医療を安全に提供するため、医療倫理や医療安全に

関する院内研修会を開催するなど、職員の意識・知識の向上等に努めました。（H29 目

標：危機管理研修等参加率 90.0%（実績 100.0%））

○患者満足度が向上するよう、接遇に関する研修会の開催や接遇チェック表を活用した

職員の自己点検の取組を進めるとともに、患者の皆さんの意見等を踏まえ、掲示物の

充実や待合室の環境改善を行いました。（H29目標：患者満足度 96.6%（実績 97.7%）） 
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的な研修を実施するなど、県内において総合診療医を育成するための中心的な役割を

担っていきます。（H30目標：初期研修医・医学生受入延べ人数 600人） 

○看護や介護の実習生を積極的に受け入れ、実践的な研修を行うことにより、地域で貢

献できる人材の育成に取り組んでいきます。（H30 目標：看護実習生等受入延べ人数

330人）

【地域医療提供体制の確保に資する研究活動の推進】 

○三重大学等との連携により、プライマリ・ケアや医療人材の育成等に関する研究を推

進し、これらのエビデンスの創出・発信を通じて、県内の地域医療提供体制の確保に

寄与していきます。（H30目標：学会、論文等発表件数 30件）

【プライマリ・ケアセンターへの支援】 

○各地域でプライマリ・ケアを実践できる医療従事者等を育成する「三重県プライマリ・

ケアセンター」の機能が十分に発揮されるよう、研修会の開催や人材育成の面から積

極的に支援を行っていきます。（H30目標：プライマリ・ケア研修会開催件数 3件）

【業務改善の推進】 

○病院のビジョンの実現に向けて院内に設置した「夢プロジェクト」における職員の活

動を通じて、プライマリ・ケアの実践や人材育成、経営の健全化など、一志病院のさ

まざまな取組をさらに充実・改善していきます。（H30目標：夢プロジェクト開催回数 12

回）

○「患者様ご意見箱」や「患者様アンケート」等を通じて、一志病院に対するご意見等

を把握・分析し、必要となる取組を検討・推進していくことで、医療サービスや職員

の接遇面での対応力の向上を図っていきます。（H30目標：患者満足度 96.6％）

【経常収支比率・医業収支比率の向上および患者数の確保に向けた取組】 

○予防医療を含めた良質な医療サービスの提供を通じて、入院・外来患者数や健康診断

等の受診者数の増による収益の増加を図るとともに、材料費や経費など費用の縮減に

努めることにより、経常収支および医業収支の向上を図ります。（H30 目標：経常収支

比率 101.0％、医業収支比率 66.4%、１日平均入院患者数 38.0 人/日、１日平均外来

患者数 79.0人/日）
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【志摩病院の診療機能の回復・充実】 

○志摩病院の診療体制のさらなる回復および経営改善が着実に図られるよう、引き続き、

「志摩病院管理運営協議会」や毎月の業務報告書の聴き取り等を通じて、運営状況を

常に把握し、適切な連携および指導・監督を行っていきます。（H30 目標：１日平均入

院患者数 248.0人/日、１日平均外来患者数 333.0人/日、１か月平均救急患者数 547.0

人/月、利用者満足度 85.0％）








